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1　は　じ　め　に

会津盆地における落花生栽培圃場は，転換畑が大部分で，

種々の土壌条件下で栽培されており，生育パターン，収量

レベルなどに違いがみられる。したがって，落花生の安定

多収栽培を確立するためには，それぞれの土壌条件に適し

た肥培管理が必要である。会津盆地の土壌を代表する三つ

の土壌型の転換畑で，生育収量の違い及び改良方策につい

て，昭和57～59年にわたり試験を行なったので報告する0

2　賦験場所及び供賦土壌の特徴

試験圃場は，会津盆地南部の本郷町（試験地名：本郷）

西部の会津坂下町（場内），北東部の塩川町（塩川）にあ

り，沖積土壌である。土壌区分は場内が細粒灰色低地土灰

褐系（粘質土，腐植3．5％，C．E．C．18．2me／100g）．多々良

銃で，本郷が礫質灰色低地土灰褐系（砂質二L腐植2・1％，

C．E．C．12．Ome／100㌢）松本銃で，塩川が細粒灰色低地土

灰褐系（強粘質二L腐植4．5％，C．E．C．20．6m巳／100の，緒

方続である。

3　■試　験　方　法

供試品種にタチマサリを用い，播種期は各年次とも5月

10日，栽植様式は床幅75伽．，株間15伽，通路幅40伽．9215

PlOサブソシート（2条．条間35（Ⅶ）を使用し，1159株カ

である。施肥量は，N別記，P2051．2毎／匂，K201・2吻／旬

で，区の構成を表1に示した。

表1区の構成（毎．／匂）

鳳　　 試 験 区 名
N　 施 肥 量 苦 土

石 灰
堆 肥

基 肥 7 ・下 追 肥

1．標　　 準　　 区 0．3

0 ．2

12 15 0

2 ．基 肥 倍 量 区 0．6 12 15 0

3 ．堆 肥 多 用 区 0．3 12 3 0 0

4 ．苦 土 石 灰 倍 量 区 0．3 24 15 0

5 ．株 基 追 肥 区 0．3 1 2 15 0

5月27日調査の出芽率は．本郷＞場内＞塩川の順であった○

塩川で低下した原因は，転換初年目で土佐がLiCの強粘質

土であるため，砕土率が悪かったためである。6月10日調

査の生育では，場内，塩州こ比べ本郷が開花株率で高く，

主茎節数も多く，生育進度が速いものと考えられる。各土

壌型における時期別乾物垂の推移を図2に示した。成熟期

の乾物垂は，塩川＞場内＞本郷の順に重い。また，乾物垂

増加は，場内，塩川に比べ本郷が開花終期から成熟期にか

けて，はば横ばい状態になる傾向である。この生育後期の

停滞は，本郷が砂質土で土壌肥沃度が小さいためであると

推察される。各土壌型における収量と上実百拉垂を図3に

示した。上栗東，上実重，上実百校垂とも塩川＞場内＞本

部の順で重い傾向であり，土壌条件によって生産力の違い

が明らかである。

轟2　出芽率及び初期生育（昭57）

試 験 地名
5 月 2 7 日
出 芽 率

6 月 10 日

開 花 株率 主 茎 良 主 茎 節 数

（％） （％） （（Ⅶ） （節 ）

場　 内 80 60 8．3 6．6

本　 郷 8 5 7 7 7．4 6．9

塩　 川 7 4 2 4 8．5 5．8

注．57，58年は6月下旬．7月下旬の2回株基追肥

4　試験結果及び考察

（1）土壌条件の違いによる生育・収量：転換初年目（57

年）における各試験地の出芽率，初期生育を表2に示した。

－121－

成熟期
（9日下旬）

開花期　　有効開花　　開花
（6月中旬）終止斯　　終期

（7円下旬）（8日下旬）

図1時期別乾物垂の推移

（各年次の標準区の平均り
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場内　　　本郷　　　塩川

図2　収量及び上実百拉垂

（各年次の標準区の平均）

糞3　生育及び収量

（2）処理条件の違いによる生育・収量：各年次におけ

る生育・収量を表3に示した。各処理による生育を成熟期

における主茎長の3か年平均でみると．本郷，塩川では標

準区に比べ，堆肥多用区，苦土石灰倍量区で長い傾向であ

る。しかし，場内では短く，これは，湿害によるものと考

えられる。場内について，多収年次（59年）でみると，標

準区に比較して各区とも主茎長が長い傾向である。

各処理による上乗垂の違いは，3か年平均で本郷が堆肥

多用区，苦土石灰倍量区で7％の増収がみられ，塩川が堆

肥多用区で5％の増収となったが．両試験地とも基肥倍量

効果は小さく，場内では増収への各処理効果は明確でなしも

多収年次（59年）における土壌型別の各処理による上実

重を図4に示した。標準区に比べ，場内では基肥倍量区．

堆肥多用区，苦土石灰倍量区で9～11％の増収である。

本郷では．堆肥多用区，苦土石灰倍量区，株基追肥区で19

～21％の増収がみられ，また，塩川では堆肥多用区で5％

鳳　 試 験 区 名 年 次
主 茎 長 く仁方） 上　 奏　 重 （也 ね ）

子　 実　 垂　 （吻／布 ）

上　 実　 垂 下 実 垂

場 内 本 郷 塩 川 場　 内 本　 郷 塩　 川 場　 内 本　 郷 塩　 川 場 内 本 郷 塩 川

1．標　　 準　　 区
多 収 35 ．6 55 ．7 4 5 ．6 57 ．4 6 4 ．8 66 ．5 4 2．1 3 9．7 49 ．1 4 ．8 6 ．4 4 ．7

平 均 38 ．1 43 ．3 4 0 ．0 52 ．7 （1 0 0 ） 5 1 ．1（1 00 ） 57 ．6（10 0 ） 3 5 ．3（10 0 ） 30 ．2 （10 0 ） 4 1．8 （10 0 ） 4．8 7 ．8 5 ．1

2 ．基 肥 倍 量 区
多 収 4 1．2 57 ．1 5 1．1 6 3 ．3 7 0 ．0 70 ．1 4 6 ．7 4 1．8 48 ．3 5 ．9 7．2 6 ．0

平 均 40 ．9 42 ．6 4 5 ．6 5 1．7 （9 8 ） 5 1 ．9 （1 0 2 ） 56 ．5 （9 8 ） 3 3 ．4 （9 5 ） 3 2．7 （10 8 ） 39 ．8 （9 5 ） 7 ．5 6 ．6 6 ．8

3 ．堆 肥 多 用 区
多 収 40 ．9 58 ．6 52 ．2 6 6 ．1 7 3 ．0 70 ．4 4 6 ．2 4 8 ．1 5 1．7 8 ．4 4 ．4 5 ．0

平 均 35 ．9 45 ．4 4 9 ．3 5 0 ．2 （9 5 ） 5 4 ．6 （1 0 7 ） 60 ．4（10 5 ） 3 4 ．5 （9 8 ） 35 ．3 （1 17 ） 4 3 ．8 （10 5 ） 6 ．1 4 ．8 5 ．8

4 ．苦 土 石 灰 倍 量 区
多 収 39 ．6 57 ．5 5 2 ．0 6 3 ．2 7 3 ．9 6 7 ．7 4 6 ．0 4 7．6 4 9 ．8 6 ．2 4 ．9 6 ．3

平 均 36 ．6 49 ．0 4 8 ．5 5 1 ．9 （9 8 ） 5 4 ．9 （1 0 7 ） 55 ．5 （9 6 ） 3 4 ．3 （9 7） 38 ．3 （1 2 7） 3 9 ．0 （9 3 ） 7．8 4 ．2 8 ．2

5 ．株 基 追 肥 区
多 収 38 ．7 54 ．0 4 9 ．5 5 9 ．7 6 8 ．7 73 ．8 4 2 ．4 4 7 ．3 5 3 ．1 6 ．3 4 ．0 8 ．0

平 均 4 1．4 4 4 ．2 4 4 ．5 5 2 ．0 （9 9 ） 5 2 ．1（1 0 2 ） 59 ．4（10 3 ） 3 5 ．9（10 2 ）3 3 ．2 （1 10 ） 4 4 ．6 （10 7 ） 5 ．4 6 ．6 6 ．2

注．多収；昭和59年高温多照，平均；昭和57．58，59年の平均値，（）内は指数。

／柘1　ノ柘2　／拡3　／拡4　／砿5（区ノ砿）

図3　上実垂（昭59）
注．図中の数値（区Nn）は，恥1を100とした指数。

株基追肥区で8％の増収が認められ．増収割合は本郷で大き

い。以上より，土壌型別に肥培管理対策を確立していく必

要性が認められる。

5　ま　　と　　め

川　土壌条件の違いによる生育・収量

①本郷（砂質土）は，場内（粘質土），塩川（強粘質土）

に比べ，生育進度が速い傾向にある。（勤成熟期の乾物重は

塩川＞場内＞本郷の順で重く，本郷の乾物増加は開花終期

以降，停滞する傾向である。⑧上乗垂．上美東，上実百枚

東とも塩川＞場内＞本郷の几引こ重い。

（2）処理条件の違いによる生育・収量

①基肥倍量効果は．多収年次（59年高温多照）で増収が認

められるが．概ね，増収割合は小さいと考えられる。⑧株

基追肥効果は．本郷．塩川で増収が認められる。⑨堆肥多

用効果は，各試験地とも増収となり，増収割合が大きい。

④苦土石灰倍量効果は，場内，本郷で増収が認められる。

は）以上より，土壌条件によって生育・収量などの生産

力の違いが明らかになり，また，土壌型別に肥培管理対策

を確立する必要性が認められる。
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